
看護師が体を拭きます（術後１日目）
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・
・

※この予定表はあくまでもおおよその目安です。個々の身体能力、体調等により手術後の経過は様々です。この表より達成が遅れると治りが悪いということではありません。

※ご不明な点はお気軽にスタッフにおたずねください。

患者
家族
への
説明
指導

･

･

･

･

･

担当医、麻酔医が手術、麻
酔について説明します
手術部位の誤りがない様、
手術の部位に医師がペンで
印をつけます
看護師が入院、手術準備に
ついて説明します
マニキュア、ジェルネイルは
入院前に落としてください
入院中、転倒・転落に注意し
て下さい

・

・

手術中、ご家族に貴重品の管
理をお願いします
手術待合室は本館３階にあり
ます

医師が術後の説明を行います
足首を動かす、足の指を
グー、パーするなどの動きで
静脈血栓症の予防になります

・
・
痛みが増強するときは看護師へお知らせ下さい
尿管を抜いた後、数時間あるいは数日経って残尿感や尿が
出づらいことがあれば看護師に知らせてください

・医師、薬剤師が退院後の生
活やお薬に関する説明をし
ます。わからないことがあ
ればお尋ね下さい。

食事

安静
活動

排泄

清潔

・

・

・

・

食事があります

・

・

・

三角巾を装着している状態で、安静制限がありません

血栓予防のために病院で準備
した弾性ストッキングを履き
ます。（看護師が行います）
術衣に着替えます

薬剤

治療
処置

検査

・ 普段使っている飲み薬、塗
り薬、貼り薬、水薬、目薬を
確認します（病院で同じもの
をすぐに用意できない場合
があります）

/

患者
の
達成
目標

日付 / /

・不安の軽減ができ、手術に
望むことができる

・ 体温、脈、血圧が安定する 内服薬等で痛みを軽減し、苦痛なく生活やリハビリを行うことができる
合併症（血栓・麻痺）がなく経過できる
・
・

/

・ 退院に向けて準備ができる

鎖骨骨折で手術を受ける患者さんへ

様 担当医

経過 入院日（手術前日） 手術当日（手術前）

担当看護師患者名

/

手術当日（手術後） 術後１日目 術後２日目 術後３日目

医師が毎日診察します

採血があります・

・

抗生物質の点滴を行います・

朝食から食事を再開します別紙で説明します

シャワー浴ができます（看護
師が手伝います）

シャワー浴できません

手術中に尿管を入れます特に制限がありません

・・

・ 医師から歩行の許可が出たら尿管を抜きます

・お腹の音、おならの有無を確
認したあと、お水が飲めます

・安静解除時間は、術後に説明
します。歩行時は、三角巾を装
着します。
（初回歩行は、看護師が付き
添います）

・

・持続点滴と抗生物質の点滴を
行います

・ 飲むように指示があった薬だ
けを飲みます

・


